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利益相反ポリシー

利益相反は、社員の利益や活動が会社の利益や活動と相反する可能性がある、もしくは相反すると受け取られる可能性がある場合、あるいは社員が職務や職責を客観的に果たす能力に影響を及ぼしたり、会社へのコミットメントを損なうような場合に生じます。矛盾があるとみられることでも自分や会社の評判を害する可能性があります。利益相反が我が社に不利益をもたらす可能性があるため、 [会社名を挿入],の誠実さを守る努力の一環として、利害相反を回避します。社員は潜在的な利害相反や関連当事者との取引を会社に開示しなければなりません。

個人的投資とその他の利益
●	社員は、会社のサプライヤー、顧客もしくは競合他社のいずれかとの間に、会社との関係以外の部分でビジネス上の関係や何らかの投資を行っている場合は、それらの全てを開示しなければなりません。
●	社員は、会社の評判を損なったり、会社を不要なリスクにさらす可能性がある外部利益を保持してはいけません。
●	社員は、事前に会社の承認を得ることなく、他の組織の役員、パートナー、取締役もしくは何らかの権限のある地位を受けてはいけません。
●	社員は全ての追加の雇用主およびあらゆる潜在的利益相反を会社に開示しなければなりません。

[bookmark: _2yrrd7l92531][bookmark: _takr32v460ww]個人的な関係
· 社員は、サプライヤー、二次店／エージェント、競合他社、顧客および／もしくはビジネスパートナーとの家族関係（例　両親、配偶者、子供およびその他の近親者）や金銭的関係全てを開示しなければなりません。
· 社員は、医療従事者を含む国内外の政府関係者との緊密な家族関係や金銭的関係の全てを開示しなければなりません。
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